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平成17年度会計別の予算額

-会計別区分 剽¥算∴額 ����7��餒B�

一般会■計 �48億6,000万円 ��箔BR�

特､別会計 �32億1,301万円 ���"R�

国民健康保険事業 祷壞2ﾃs��iﾈ冷�1.4% 

国民健康保険診療所事業 唐ﾃ3ペiﾈ冷�-4.3% 

I-老人保健事業 祷壞bﾃ#��iﾈ冷�4.3% 

寄簡易水道事業 �#ｳ���iﾈ冷�2.8% 

下水道事業 滴壞Rﾃ3�永ﾈ冷�㌔-14.9% 

介護保険事業 塗壞bﾃ��iﾈ冷�6.0% 

西平畑公園事業 唐ﾃC妬iﾈ冷�0.2% 

企業会計 �2億5,868万円 �2��R�

上水道事業 �(壞Rﾃツ永ﾈ冷�3.0% 

合計 �83億3,169万円 ���縒R�

～
平
成
1
 
7
年
度
予
算
は
､

庁
舎
建
設
事
業
等
､
総
額
約
8
3
億
3
千
万
円
に
～

足
柄
平
野
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
春
の
便
-
が
届
き
､
幼
稚
園
'
小
･
中
学
校
で
は
ピ
カ
ピ
カ

の
新
入
学
生
が
誕
生
す
る
ま
さ
に
春
本
番
と
い
っ
た
季
節
に
な
-
ま
し
た
｡
町
政
も
今
月
か
ら
､

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡

新
年
度
の
予
算
額
は
､
一
般
会
計
･
特
別
会
計
･
企
業
会
計
を
合
わ
せ
'
総
額
8
3
億
3
ー
1
6

9
万
円
(
1
 
0
･
7
%
増
)
　
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
昨
年
度
は
､
減
税
補
て
ん
倭
の
借
-
換
え
　
(
3
億

2
ー
2
7
0
万
円
)
　
が
あ
-
ま
し
た
が
､
今
年
度
は
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
あ
る
庁
舎
建
設

の
た
め
'
総
額
で
昨
年
度
よ
-
も
大
き
な
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

町
政
を
取
り
巻
-
社
会
･
経
済
情
勢
は
引
き
続
き
厳
し
-
､
税
制
改
正
な
ど
に
よ
-
町
税
収
入

は
微
増
し
て
い
る
も
の
の
､
国
の
　
｢
三
位
一
体
の
改
革
｣
　
の
影
響
に
よ
り
地
方
交
付
税
は
年
々
削

減
さ
れ
､
一
般
財
源
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
-
ま
す
｡
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
､
庁
舎
建
設
と
い
う
大
き
な
事
業
が
あ
-
ま
す
が
'
極
力
他
の
事
業
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う

予
算
を
組
み
ま
し
た
｡
執
行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
､
職
員
一
人
ひ
と
-
が
最
少
限
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
出
す
た
め
に
工
夫
を
重
ね
､
努
力
し
て
い
き
ま
す
｡

｢
町
の
総
合
計
画
2
1
｣
は
5
年
日
を
迎
え
､
前
期
基
本
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
と
な
っ
て
い
ま

す
｡
基
本
理
念
に
則
-
､
各
事
業
を
着
実
な
も
の
と
し
て
い
-
た
め
'
昨
年
度
に
引
き
続
き
､

｢
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
｣
　
｢
地
域
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
｣
を
中
心
に
力
を
入

れ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
｡
防
災
拠
点
､
町
民
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
建
設
事
業

は
も
ち
ろ
ん
'
寄
地
区
の
災
害
時
の
情
報
収
集
対
策
と
し
て
､
寄
地
区
の
各
消
防
団
へ
の
オ
ー
ト

バ
イ
配
備
､
防
災
無
線
の
難
聴
地
区
へ
の
同
報
無
線
子
局
の
設
置
'
各
地
区
の
自
治
会
長
宅
､
地

域
集
会
施
設
等
へ
の
戸
別
受
信
機
の
配
備
を
行
い
ま
す
｡
ま
た
､
近
年
多
発
す
る
子
ど
も
を
巻
き

込
ん
だ
犯
罪
対
策
と
し
て
､
近
隣
市
町
に
先
駆
け
実
施
し
て
い
る
小
･
中
学
校
へ
の
警
備
員
配
置

で
す
が
､
今
年
度
は
幼
稚
園
に
も
広
げ
配
置
し
ま
す
｡
福
祉
施
策
で
は
､
介
護
予
防
事
業
'
回
想

法
や
フ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
な
ど
新
た
な
取
-
組
み
を
図
る
と
共
に
､
各
種
検
診
事
業
や
障
害
者
支
援

等
に
お
い
て
も
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
｡

新
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
､
よ
-
良
い
ま
ち
づ
-
-
を
進
め
て
い
き
ま
す
｡



平成17年4月1日
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一般会計予算額は

13年度　14年度　15年度　16年度　17年度

･＼_-､

/
iヽ_

屠庫支出金
1億4,218EFg (+1.9%)

贋支出金
2億3,972万円(+2.3%)

国･県からの負担金､補助金､委託金の収
入です｡国庫､県支出金とも､主に福祉事業
に対する支出金の増を見込みました｡

地方特例交付金
6,500万Fg (-4.4%)

住民税の減税による町の減収を補
てんするための交付金です｡前年度
より､ 4.4%の減を見込みました｡

6億9,900万Fg (+4. 7%)

前年度に比べ､ 3,130万円(4.7%)の

増を見込みました｡これは､通常の建
設事業債である庁舎建設事業債の借り
入れと､財源不足を補てんするための
減税補てん債･臨時財政対策倭の借り
入れを見込んだためです｡減税補てん
債･臨時財政対策倭につきましては､
その性格上使途(使い道)の特定はさ
れていません｡

庁舎建設事業債
4億4,900万円

減税補てん債　　3,000万円( 0.0%)

臨時財政対策債
2億2,000万円(-20.0%)

総額48億6,000万円
3月9日から開催された町議会定例会で､平成17年度予算が可決さ

れましたので､その概要についてお知らせします｡平成17年度の町

の一般会計の予算は､総額48億6,000万円で前年度に比べ19.4%の増

となりました｡

※( )内は前年度対比

地方交付腐
6億乙000EFg (13.1%)

国税等の収入や制度改正等による交付税額の
全体的な落ち込みを見込んだため､地方交付税
は前年度比3.1%､ 2,000万円の減となりました｡

窟与腐･交付金
3億1,850万Fg (+16.0%)

国･県に納めた税金の一部が交付される
収入です｡
地方譲与税　　　　8,600万円(十53.6%)

利子割交付金　　　　900万円(-1 0.0%)

地方消費税交付金　1億500万円(+5.0%)
ゴルフ場利用税交付金6,500万円( 0.0%)

自動車取得税交付金4,500万円(十12.5%)

交通安全対策特別交付金　350万円( 0.0%)

配当割交付金　　　　　　300万円(皆増)

株式等譲渡所得割交付金　　200万円(皆増)

総額34億7,1 69万円

諸収入0.9%

使用料等3.9%

f町椀15齢31 1万別十,.7%)

皆さんに直接町に納めていただいた税
金です｡景気の影響等により､法人町民
税や町たばこ税は減少傾向にあるものの､
個人町民税をはじめ､固定資産税や軽自
動車税は増を見込んだため､全体として
は前年度比1.7%の増となりました｡

個人町民税　5億7,785万円(+7.4%)

法人町民税　　　9,936万円(-8.0%)

回定資産税　7億9,421万円(+0.1%)

軽自動車税　　1 ,51 9万円(十4.5%)

町たばこ税　　4,650万円(-13.4%)

超越金 1億3,570万Fg (- 10.2%)

諸収入　4,4275lm35.4%)

頗入金8億W,433Efg (+287.4%)

使用料等
1億8,81 9万円(+46.4%)

分担金及び負担金　　　8,681万円(+263.6%)

使用料及び手数料　　　　6,437万円(-4.8%)

財産収入　　　　　　　　3,691万円(-0.1 %)

寄附金　　　　　　　　　10万円( 0.0%)

翌聖重訂予算額は
一般会計からの繰入金予算額

会　　計　　別　　　繰入金予算額

老人保健特別会計 7,216万円

介護保険事業特別会計　　1億1,160万円

合　　計　　　　5億8,062万円

地
域
医
療
に
密
着
し
た
医
療
施
設
と

し
て
の
機
能
拡
充
と
､
診
療
体
制
の
充

実
に
向
け
た
予
算
編
成
を
し
て
い
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険

診
療
所
事
業
特
別
会
計

8
一
3
8
7
万
円

(
前
年
度
対
比
△
4
･
3
%
)

高
齢
者
社
会
の
到
来
と
共
に
､
医
療

保
険
制
度
の
改
正
や
医
療
技
術
の
高
度

化
な
ど
に
よ
-
'
医
療
費
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
た
め
､
新
年
度

予
算
も
厳
し
い
財
政
道
営
を
強
い
ら
れ

る
と
予
測
さ
れ
ま
す
｡
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
税
の
ほ
か
､

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
な
ど
に
よ

る
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

9
億
3
7
9
0
万
円

(
前
年
度
対
比
+
-
･
4
%
)

平
成
1
 
7
年
度
一
般
会
計
歳
入
予
算

は
､
町
税
や
譲
与
税
･
交
付
金
等
の

若
干
の
伸
び
は
あ
っ
た
も
の
の
､
制

度
改
正
等
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減

少
を
は
じ
め
､
実
質
的
な
歳
入
の
伸

び
は
見
込
め
ず
に
い
ま
す
｡

こ
の
た
め
'
町
で
は
そ
れ
ら
を
補

う
た
め
に
減
税
補
て
ん
倭
や
臨
時
財

政
対
策
俵
と
い
っ
た
町
倭
に
よ
る
収

入
を
見
込
み
､
さ
ら
に
財
政
調
整
基

金
の
繰
-
入
れ
に
よ
り
､
歳
入
の
減

少
を
補
う
形
と
な
り
ま
し
た
｡

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
は
､
一
般

会
計
と
は
会
計
を
区
分
し
､
特
定
の
事

業
を
特
定
の
収
入
(
保
険
税
(
料
)
や
使

用
料
な
ど
)
　
で
行
う
た
め
の
会
計
で
す
｡

町
で
は
､
国
民
健
康
保
険
事
業
を
は
じ

め
'
7
つ
の
特
別
会
計
と
'
上
水
道
事

業
の
企
業
会
計
､
合
計
8
つ
の
会
計
を

一
般
会
計
と
は
別
に
設
置
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
､
各
特
別
会
計
で
は
､
そ
れ
ぞ

れ
の
歳
入
の
他
､
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
を
見
込
ん
で
い
ま
す
(
左
表
を
参

鰭
)
｡



(3) No478

5億6, 1 53万Fg (-4.8%)

句点-人あたリ4万4,062Fg

≪主な事業≫
☆青少年交流洋上体験研修事業
☆児童遊園地整備事業
○国際理解教育振興事業
○障害児学級介助貞配置事業
○学校警備員事業
幼･小･中学校に警備員を配置します｡

○寄小学校校舎改修事業
〇枚田中学校音楽室天井改修事業
○松田中学校トイレ改修事業
〇枚田中学校本校舎屋内運動場渡り廊下

改修事業
○給食費保護者負担軽減措置事業
小中学生の給食費の一部を助成します｡

消防産
2億2, 778万Fg (-6.9%)

句点一人あたLJ 1万7,874Fg

《主な事業≫
☆災害対策用パイク配備事業
☆災害情報連絡用戸別受信機設置事業
☆地域防災計画改訂事業
☆同報無線子局設置事業
○消防水利整備事業
○防災資機材等整備事業
○防災無線管理事業

土木費
4億8,528万Fg (+ 7. 1 %)

句点｢人あたLJ 3万8,079Fg

≪主な事業≫
☆町道5号線歩道改良事業
☆町道寄1 5号線改良調査委託事業

☆弥勤寺地内排水路整備事業
☆茶屋地内親水広場整備事業
○道路台帳整備事業
○生活道路舗装補修事業
○町道舗装補修事業
○道路安全施設設置事業
○新松田南口広場用地調査委託事業
○西平畑公園進入路改良事業
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武三言費･その他
3億7, 775万円(-43.9%)

野点一人あたり2万9,641Fg

議会費　1億356万円(+0.1 %)

公債費　　2億4,396万円(-55.0%)

予備費　　3,023万円(十9.6%)

☆印は､平成17年度から新規に行う事業です｡

予備費0.6%

衛生費
3億如25万Fg (- 1.8%)

卑屈一人あたLJ 35465Fg

《主な事業≫
☆児童相談事業
○予防接種事業　　○母子保健事業
○老人保健事業
☆防犯活動事業
○環境パトロール貞配置事業
○環境美化推進事業
○花とみどりいっぱい事業

農林水産業費および鹿工費2億1,413万円(+6.7%)
《主な事業≫　　　　　　　　　　　　　　　　　句属一人あたり1万6,802Fg

☆有害獣防護柵設置事業　☆城山農道改良事業　☆西平畑農道待避所設置事業　☆土佐原遊
歩道等整備事業
○中山間地域等農業活性化支援事業　○松田用水改修事業　○河内農道整備事業
○勤労者福祉事業　　融資資金を金融機関に預託します｡
○町商工振興会運営補助事業　　○町観光協会補助事業

平成17年4月1日

屈全書
7億8,422万Fg (+ 7. 6%)

町民｢人あたり6万1,537円

《主な事業≫
☆障害者福祉計画策定事業
☆介護保険施設補助事業
☆次世代育成支援対策推進事業
○子育て支援センター運営事業
○障害者支援費支給事業
○高齢者筋力向上トレーニング事業
○介護予防事業　○一般福祉施策事業

高齢者の方々に対する給食･生きがいデイサー
ビス事業等の実施

○地域型在宅介護支援センター事業
○在宅介護支援センター事業
介護予防を中心とした総合的な高齢者福祉の
相談窓口としてのセンター事業の実施

○障害児者地域作業所運営事業
障害者地域作業所｢すみれの家｣の運営

○小児医療費助成事業
○ひとり親家庭等医療費助成事業
○学童保育運営事業

｢
安
全
で
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給
｣
　
の
た
め
'
上
茶
屋
配
水
池
築
造
工

事
等
を
実
施
し
ま
す
｡
そ
の
他
'
下
水
道
事
業
と
併
せ
た
配
水
管
の
整
備
を

行
い
ま
す
｡

*
上
水
道
事
業
会
計

2
億
5
8
6
8
万
円
　
(
前
年
度
対
比
+
3
･
0
%
)

平
成
5
年
の
開
園
以
来
多
-
の
人
に
親
し
ま
れ
'
県
内
は
も
と
よ
り
首
都

圏
各
地
か
ら
多
-
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
｡
集
客
力
を
高
め
る
た
め
積
極
的

に
p
R
活
動
を
進
め
'
桜
ま
つ
り
､
ハ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
す
｡

歳
出
は
'
経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
'
食
堂
や
売
店
の
運
営
､
ふ
る
さ

と
鉄
道
や
駐
車
場
の
管
理
委
託
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
て
い
ま
す
｡

*
西
平
畑
公
園
事
業
特
別
会
計

8
4
9
6
万
円
　
(
前
年
度
対
比
+
o
･
2
%
)

介
護
保
険
事
業
計
画
2
期
日
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
1
7
年
度
で
は
'
介
護

保
険
制
度
の
利
用
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
-
'
保
険
給
付
費
は
前
年
度
対

比
7
･
2
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
含
め
た
介
護
保
険
事
業
計
画
等
の
検
討
･
協

議
を
行
い
'
平
成
1
 
8
年
度
か
ら
3
年
間
の
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
｡

*
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

6
億
6
1
8
9
万
円
　
(
前
年
度
対
比
+
6
･
0
%
)

生
活
環
境
の
向
上
と
河
川
環
境
の
保
全
に
向
け
昭
和
5
5
年
度
よ
-
公
共
下

水
道
事
業
計
画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
｡
平
成
1
 
6
年
度
ま
で
の
公

共
下
水
道
の
整
備
率
は
'
見
込
み
で
全
体
計
画
面
積
の
8
 
4
･
1
%
､
接
続
率

は
､
8
3
･
2
%
と
な
っ
て
い
ま
す
｡
本
年
度
は
1
億
1
0
0
万
円
の
事
業
費

を
投
じ
'
湯
の
沢
地
区
な
ど
の
2
･
-
h
a
を
重
点
的
に
整
備
す
る
予
定
で

す
｡

ま
た
､
寄
地
区
を
含
め
た
公
共
下
水
道
の
全
体
計
画
見
直
し
の
た
め
､
8

9
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
｡

平
成
1
 
7
年
度
一
般
会
計
歳

出
予
算
は
'
実
質
的
な
歳
入

の
増
が
見
込
め
ず
'
限
ら
れ

た
財
源
を
有
効
に
使
う
た
め
､

平
成
1
 
3
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
｢
松
田
町
総
合
計
画
2
 
1
｣

に
掲
げ
た
事
業
を
中
心
に
'

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
｡

一
般
会
計
で
実
施
予
定
の
事

業
の
う
ち
､
主
な
事
務
事
業

と
投
資
的
事
業
を
紹
介
し
ま

す
｡

*
下
水
道
事
業
特
別
会
計

4
億
5
3
1
8
万
円
(
前
年
度
対
比
△
1
 
4
･
9
%
)

寄
地
区
の
簡
易
水
道
に
要
す
る
経
費
で
'
給
水
管
整
備
工
事
を
順
次
進
め

ま
す
｡

*
寄
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

2
9
1
1
万
円
　
(
前
年
度
対
比
+
2
･
8
%
)

高
齢
化
に
伴
う
老
人
保
健
制
度
対
象
者
が
増
え
続
け
て
お
り
'
老
人
医
療

の
町
費
負
担
分
が
増
加
し
て
い
る
予
算
編
成
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

*
老
人
保
健
特
別
会
計

9
億
6
2
1
0
万
円
　
(
前
年
度
対
比
+
4
･
3
%
)
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<水質基準項目>
※水質基準値の単位は､ m8/｣以下

※検査頻度内容　　○原水全項百年1回検査　△浄水全項目年1回検査

□浄水21項目年4回検査　☆浄水9項目月1回検査

検査頻度 劔項目名 ��X�ｮ顏�&ﾂ�

1 ��ｲ�△ 丙5"�☆ �ｩLｨﾝxｽｲ�1m仲100以下 

2 ��ｲ�△ 丙5"�☆ ��Y+�ｽｲ�不模出 

3 ��ｲ�△ �� �4ｨ6�7�4X8�ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.01 

4 ��ｲ�△ �� ��Xｾ(ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.0005 

5 ��ｲ�△ �� �5ｨ8ﾈ98ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.01 

6 ��ｲ�△ �� �Hｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.01 

7 ��ｲ�△ �� �7��hｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.01 

8 ��ｲ�△ �� 刔ｨ廁4�8ﾘ8�嶌ﾘyZ��0.05 

9 ��ｲ�△ ��ﾅﾒ� �5h4�98峪Z�484�98ｷ�-�冑嶌5h4�92�0.01 

10 ��ｲ�△ 丙5"� 傲伜��ｹ()�hｷ�-�恢�襌�ｹ()�b�10 

ll ��ｲ�△ �� �7H6)�hｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.8 

12 ��ｲ�△ �� �7ｨ4Y�hｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��1 

13 ��ｲ�△ �� 俶ﾈ冑峪%��b�0.002 

14 ��ｲ�△ �� ��ﾃBﾘ5x4�4ﾈ5H92�0.05 

15 ��ｲ�△ �� ��ﾃ�ﾘ5x4�8ﾘ8ﾘ4x6�8ﾈ92�0.02 

16 ��ｲ�△ �� �5h5ふ�ﾃ"ﾘ5x4�8ﾘ8ﾘ4x6�8ﾈ92�0.04 

17 ��ｲ�△ �� �5x4�8ﾘ8ﾘ8�5�92�0.02 

18 ��ｲ�△ �� �6X6x8�4�8ﾘ8ﾘ4x6�8ﾈ92�0.01 

19 ��ｲ�△ �� �6x8ｨ4�8ﾘ8ﾘ4x6�8ﾈ98���0.03 

20 ��ｲ�△ �� �7�985ｸ92�0.01 

21 ��△ 丙5"� �4靠ｸﾏｹ�ﾈ褪�0.02 

22 ��△ 丙5"� �4�8ﾘ8ﾘ7ｨ8ｸ8��0.06 

23 ��△ 丙5"� �5x4靠ｸﾏｹ�ﾈ褪�0.04 

24 ��△ 丙5"� �5x7h8ﾘ8(4���ﾏｸ8�5�92�0.1 

25 ��△ 丙5"� 做ﾉ�h褪�0.01 

26 ��△ 丙5"� ��ﾘ6x8ｨ6�8ﾘ8�5�92�0.1 

27 ��△ 丙5"� 冉ﾘ8ｨ4靠ｸﾏｹ�ﾈ褪�0.2 

28 ��△ 丙5"� �7h8ﾘ8(5x4�8ﾘ8ﾘ8�5�92�0.03 

29 ��△ ��ﾅﾒ� �7h8ﾘ8(7ｨ8ｸ8��0.09 

30 ��△ ���� �7ｨ8ｸ8�4�8ｸ6h7�6��0.08 

31 ��ｲ�△ �� ��Hｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��1 

32 ��ｲ�△ �� �4�8ｸ7�6ｨ4X8�ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.2 

33 ��ｲ�△ �� �58ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.3 

34 ��ｲ�△ �� �;ｨｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��1 

35 ��ｲ�△ �� �6�6x8ｨ4X8�ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��200 

36 ��ｲ�△ �� �7ﾘ984ｸ98ｷ�-�+ｸ,ﾈ嶌ﾘyZ��0.05 

37 ��ｲ�△ 丙5"�☆ �h峪Z�484�92�200 

38 ��ｲ�△ �� �4ｨ8ｸ5h4X8��7ﾘ4�6ﾈ5h4X8�9宙ﾖI7ｒ�300 

39 ��ｲ�△ �� ��iJﾘ�9z���500 

40 ��ｲ�△ �� ��484�98､Ylｨｨ��ｸﾝﾂ�0.2 

41 ��ｲ�A �� �5xﾔ�4�5�7�92�0.00002 

42 ��ｲ�△ �� �8�6�8ｸ485ﾈ7ｸ8ｸ6ﾈ4坪8ｲ�0.00002 

43 ��ｲ�△ �� 儖�484�98､Ylｨｨ��ｸﾝﾂ�0.02 

44 ��ｲ�△ �� �7H4h6ﾘ�ｸ8ｹ}��0.005 

45 ��ｲ�△ 丙5"�☆ 冲ﾈｴ�Zｉ�9tﾈｴ�%��b��2�,ﾉ|｢��5 

46 ��ｲ�△ ��ﾅﾒ�☆ ���&ﾂ�5..8以上8.6以下 

47 ��ｲ�△ 丙5"�☆ 俥r�異常でない 

48 ��ｲ�△ 丙5"�☆ 做ﾈｴ2�異常でない 

49 ��ｲ�△ ����☆ ��i7��5度以下 

50 ��ｲ�△ 丙5"�☆ ��y7��2度以下 

従来より水質検査を実施していましたが､平成16年4月から基準が改正
され､それに伴い､検査項目が追加され､検査回数も増え､より安全性が

高くなります｡また､需要者に対し､平成17年度より情報提供を行うこ

とが規定されました｡

町公営事業課では､皆さんにより安全でおいしい水を飲んでいただくた
め｢水質検査計画｣を策定し､これまで以上にきめ細かく定期的な水質検

査を行っていきます｡

【問合せ】公営事業課　℡83-1227

水質検査の｢項目｣ ｢場所｣

計画｣です｡水質検査は､水源か
まとめたものが｢水質検査

口に至るまでの水質を確認
し､水質基準に適合していることを保証するために必要な作業です｡

○項目とは? ･水質基準項目(50項目)

水道水の安全性と利便性を考慮し､水道法で定めら
れた項目(一般細菌や大腸菌など)

○場所とは? ･ 9か所の水源地, 9か所の蛇口で検査を行っています｡

○頻度とは? ･水源地の状況や過去の水質検査結果の状況に応じ､検

査の項目によって､毎日行うもの､毎月行うもの､ 3

か月に1回行うものがあります｡

｢水質検査計画｣と検査結果は､公営事業課で直接ご覧になれます｡ま
た､町のホームページにも公表されます｡町

水を利用していただけるよう､今まで以上も

ていきます｡

､皆さんに安心して水道
を期して水質管理に努め

(水質検査場所)
f-.-..～....料.-.■~-■韻~■.;:一一.-.: I-父ヽ_.- 唸ｮﾙ�i~ﾈ耳耳�璽5��9$Hﾔh耳ﾏ��bﾙ=����

1 �(h憙ﾋI�Xﾋ��神山ふれあい広場 

2 亶ｸ岔�Xﾋ��宮下児童公園 

3 傀韈��Xﾋ��松田庶子876松島宅 

4 冢ﾘｼ韜ｹ�Xﾋ��寄2354桐生宅 

5 �i,9l��Xﾋ��寄3415休養村管理センター 

6 亶ｹ&�69�9�Xﾋ��寄5213渋谷宅 

7 �(��(嚢ｭﾙ�Xﾋ��寄6365古谷宅 

8 �(��(ﾛhｭﾙ�Xﾋ��寄6134飯塚宅 

9 �霆ﾙ�Xﾋ��寄4335田所宅 

油を未来につなぐ回
を取り入れ庶家族介護教皇を開催～

終
わ
り
に
近
づ
く
こ
ろ
に
は
'

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
｡

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
活
き
い

き
と
生
活
で
き
る
よ
う
に
町

で
は
今
後
､
こ
の
先
進
的
な

敬
-
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
｡【

問
合
せ
】
保
健
福
祉
課

介
護
障
害
班

℡
8
 
3
1
1
2
2
6

部
屋
中
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
い
声
や

回
想
法
っ
て
何
だ
ろ
う
?

2
月
1
 
5
日
(
火
)
､
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
介
護

予
防
や
認
知
症
　
(
痴
呆
症
)
　
予
防
の
取
-
組
み
の

一
環
と
し
て
'
住
民
の
方
等
を
対
象
に
｢
回
想
法
｣

講
座
を
行
い
ま
し
た
｡

｢
回
想
法
｣
は
'
か
つ
て
自
分
が
体
験
し
た
こ

と
を
譜
-
合
っ
た
り
'
昔
懐
か
し
い
生
活
道
具
な

ど
用
い
て
､
過
去
の
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
-
､
脳
を
活
性
化
さ
せ
'
感
情
や

意
欲
を
保
ち
､
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

た
療
法
で
す
｡
回
想
す
る
人
に
'
介
護
予
防
や
認

知
症
予
防
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
､
ケ
ア
を
す

る
側
に
は
介
護
専
門
職
と
し
て
の
ケ
ア
や
質
の
向

上
'
介
護
す
る
家
族
に
は
介
護
意
欲
の
向
上
､
ま

た
､
地
域
の
活
性
化
や
世
代
間
交
流
の
進
展
に
も

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
｡

回
想
法
講
座
に
参
加
し
て

社
会
福
祉
士
で
､
回
想
法
ト
レ
ー
ナ
ー
で
も
あ

る
佐
々
美
弥
子
さ
ん
の
指
導
の
下
､
回
想
法
に
つ

い
て
の
説
明
の
後
'
実
際
の
回
想
法
実
習
を
体
験

し
ま
し
た
｡
参
加
者
が
1
 
0
名
程
の
グ
ル
ー
プ
を
作

り
'
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
や
思
い
出
話
､
自
身
の

体
験
談
を
語
-
合
い
ま
し
た
｡
お
手
玉
な
ど
の
遊

び
道
具
を
手
に
腕
前
を
披
露
し
た
り
､
お
互
い
の

話
に
笑
っ
た
り
聞
き
入
っ
た
り
･
･
･
｡
実
習
も
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国民年金保険軌月額73.580円に.1
平成17年4月から平成18年3月まで､国民

年金保険料が月額13,580円(付加保険料加入

者は､ 13,980円)となります｡公的年金制度

を円滑に運営するための見直しです｡ご理解･
ご協力をお願い致します｡

※平成17年度から平成29年度まで､毎年280

円引き上げられる予定となっています｡ (引き

上げ額は､今後の賃金上昇率によって

変化します｡ )

国民年金､口座振替粥もっti帽に.1
口座振替は､金融機関などの窓口に行く手間と時間が省けます｡

口座から自動的に引き落としされるので､納め忘れがなく便利です｡
この4月より､口座振替で保険料を納めると､ 1ケ月あたり40円の

割引になります｡ (毎月納付の場合)お得になった口座振替を､この

機会にぜひご利用ください｡
これまで翌月末に引き落としていた保険料を当月末に引き落とすこ

とにより前納と同様の割引が適用されますので､原則として初回は2ケ

月分(前月分･当月分)の引き落としになります｡

若年者納付猶予制度が

導入され手す
これまで､ ｢学生納付特例｣の対象になら

ない若者は､本人の所得だけでなく世帯主の

所得も判断の対象となるため､保険料免除の

対象とならない場合がありました｡

そのため､平成17年4月からは､ 30歳未

満の方については､本人および配偶者の所得

(世帯主の所得は判断の対象外)に応じて保

険料の納付を猶予し､将来納付できるように
なった時点(10年以内)で納めることがで

きるようになります｡ (平成27年6月まで)
･学生納付特例と同様に､将来の年金額の計

算には反映されませんが､年金の受給資格
期間には反映されます｡

･納付猶予期間中に万が一障害を負った場合､

一定の要件を満たしていれば｢障害基礎年

金｣が支給されます｡

納付猶予が承認されるのは､申請をした

年度の7月からです｡ただし､平成18年

6月までに申請した方については､平成

4i 7btら

第3号被保険者の特例を実施
第3号被保険者(厚生年金等に加入する方の被扶養配偶者)の局出

の特例が認められます｡

第3号被保険者の届出が遅れた時には､ 2年前まではさかのぼるこ
とができますが､それ以前の期間は｢保険料未納｣の取り扱いとなっ

ていました｡今回の改正では､特例の届出をしていただくことによっ

て､ 2年以上前の期間も第3号被保険者期間として取り扱い､将来そ

の分の年金を受け取ることができるようになります｡

なお､平成17年3月までに3月号の届出があり､社会保険庁におい

て､第3号に該当しながら｢保険料未納｣となっている期甲について､

特例の届出は必要ありません｡該当する方には自動的に保険料納付済
み期間の変更が行われ､ 4月下旬にはお知らせが送付されます｡また､

該当する年金受給者の方は年金額が改定となる場合がありますが､特
に届出の必要はありません｡

育児中の方に噂しい訴知らせ.I
その①　育児休業期間中の保険料免除制度が拡充(厚生年金保険)

子どもが満1歳に達するまでの育児休業期間中の健康保険･厚生年
金保険の保険料免除制度が､子どもが満3歳に達するまで延長されます｡

再申請および延長については､事業主を通じて社会保険事務所-の届
出が必要となります｡

その②　育児しながら勤務する方への配慮措置を実施

3歳未満の子どもを養育するため､勤務時間の短縮などによって標

準報酬月額(給与等､会社から支給される額を1ケ月平均した額)が

低下した場合は､事業主を通じて社会保険事務所-届出を行えば､出
産以前の平均報酬月額により､年金額が計算される措置が創設され
ます｡ (保険料は増えません)

なお､ 2年間までさかのぼって届出できますので､平成17年4月

以降に該当する場合は､会社を退職した場合も､直接､社会保険事務

所へ届出を行うことができます｡

翰明耐g

年金制唐
昨年､年金制度改正が行われ､この4月より順

次実施されます｡私たちの生活に深く係る年金制

度の主な変更点についてお知らせします｡

【問合せ】小田原社会保険事務所　℡22-1391

町民環境課国保年金班　℡83-1225

17年4月までさかのぼって承認されます｡

対象となる本人および配偶者の所得が57万円程度(収入ベースで
122万円程度)が目安となります｡

ただし､本人に扶養家族がいる場合､世帯によってはこのとおりで

ない場合もあります｡

申請免除･学生納付特例が要か挿す
現在の免除制度の所得基準は､ 4人世帯モデルを基準に設定されて

おり､単身世帯には厳しいものになっています｡そこで､単身世帯を

中心に所得基準の見直しを行うことになりました｡
これまでは､申請が遅れた場合であっ

ても､申請免除･学生納付特例とも承認

期間は申請月の前月まででしたが､改正
により､下記のとおり申請からさかのぼっ

て承認されます｡

免除承認周期の始期である7月

(例:平成17年4月に申請した場合　平成17年3月～6月

平成17年5月～6月に申請した場合　平成17年4月～6月)

学生納付特例承認周期の始期である4月にさかの
ぼって承認されます｡ ※毎年､申請が必要｡

失業･災害等による申請免除は､災害･失業等のあった月の前月ま
で｡ただし､申請が遅れた場合､万が一障害を負ってしまった時など

年金が支給されない場合がありますので､申請はお早めにお願い
します｡

60歳代前半の在職

老齢年金制度の見直し
老齢厚生年金を受給している60歳代前半

の方が､就労して厚生年金保険の被保険者と

なった場合､年金額が一律に2割支給停止､

さらに年金額と賃金の額に応じて年金が支給

停止となっていました｡今回の制度見直しに
より､一律2割支給停止が廃止され､年金額

と賃金の額に応じた支給停止のみとなります｡

なお､該当する方には､社会保険庁から6

月中旬までに通知が送付されます｡

特別障害給付金制唐が鳴きLJ手す
国民年金制度の発展過程において生じた特別な事情により､障害基

礎年金等を受給していない障害者の方を対象に､特別障害給付金が支

給されることになりました｡

○平成3年3月以前に国民年金任意加入対象であった学生の方
○昭和61年3月以前に､国民年金任意加入対象者であった厚生年金

等加入者の配偶者
上記に該当する方で国民年金に任意加入していなかった期間内に初

診日があり､現在障害基礎年金の1 ･ 2級相当の状態に該当する方
1級:月額5万円　2級:月額4万円

･毎年度､自動物価スライドがあります｡

･所得によって支給制限となる場合があります｡

･老齢年金等を受給されている場合は､支給制限

があります｡
･支払いは年6回､原則偶数月で､前月までの分

を受け取ることができます｡

町民環境課国保年金班

<注意>
･給付金の支給は､請求のあった月の翌月分からです｡請求が遅れた

場合､さかのぼっての支給はできませんので､書類等が揃わない場合
でも､請求書はできるかぎりお早めに役場窓口へ提出してください｡
･障害の認定は､過去の状況を確認する必要がありますので､支給の

決定まで数ヶ月かかる場合がありますがご了承ください｡
なお､支給の決定が遅れた場合でも請求月の翌月までさかのぼって

支給額が計算されます｡ ※内容は､変更する場合があります｡

)
､一一一P
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ピンクリボンとは?　　　Pin

乳ガンの早期発見､早期診断､

早期治療の大切さを伝える
シンボルマークです｡

1.受診の流れ

｡検診をより受けやすく
乳がん施設検診を実施

2.受診対象の方
40歳以上の方(平成18年3月31

日までに40歳になる方を含む)で､

平成16年度に町が実施した乳がん検

診を受けていない方｡

がんは死亡原因の第1位を占め､がんというと死をイメージし､恐れ

られている病気ではないでしょうか｡

最近は医療の進歩で､生存率も向上し､ QOL (生活の質)の維持が

図られるようになってきました｡

がん予防の1つは定期的に検診を受け､早期にがんを発見すること

です｡日本では､女性の30人に1人が乳がんになっているものの､ま

だまだ病気に対する関心が低いのが現状です｡

町で実施する乳がん検診では､早期発見の精度を上げる為､マンモグラフイ

検査(乳房レントゲン検査)と祝触診検査をあわせて実施しています｡ (平成
16年度受診者は､ 281名でした｡ )住民の皆様に検診を受けて頂きやすいよう､

今年度より､保健センターで実施する集団乳がん検診に加え､県立足柄上病院
において以下の内容で乳がん施設検診を実施いたします｡対象となられる方は是

非お受けください｡

3.検診内容
･問診　･視触診

･マンモグラフイ検査

※集団検診を希望される方は､別途配布する

健康カレンダーで申し込みください｡

<BCG接種実施田>

実施 日日 的?｣Y?｢�6日6日 悼?｣Y?｢�一〇日7日 都)?｣�?｢�2日10日 

･対象 児 兌ﾙ�ﾃsiD��s�?ｨ*�.r�[ﾙ�ﾃ�yD��9?ｩ�b�平成77年 兌ﾙ�ﾃ�yD��平成丁7年 兌ﾙ�ﾃsyD��平成17年 ?Fjから 平成18年 7日生 
1日から �9?ｨ*�.r�5日から 土?ｨ*�.r�

5日生 土?ｩ�b�9日生 都y?ｩ�b�

.平成17年度

固定資産課税台帳の閲覧

及び土地壕屋価格等の縦覧
固定資産課税台帳の閲覧及び土地･家屋価格等の縦覧を行

います｡ご覧になれる方は､所有及び納税等の条件がござい

ますので､不明な点はあらかじめお問い合わせください｡

期　間　　4月1日(金)～

※ただし､土･[

時　間　　8 :30-17:

場　所　　役場1階

費　用　　無　料

備　考　　必ず印鑑を持参し

【問合せ】税務課　℡83-1224

4.受診料自己負担額
1,800円

※上病院での支払いになります｡

4月6日(水)～15日(金)

･縄

■
■
l
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-
結
核
予
防
法
が
改
正
に
-

例
年
6
月
の
住
民
検
診
で
行
う
｢
結
核
検
診
｣
と
､
｢
乳

幼
児
の
B
C
G
予
防
接
種
｣
が
､
平
成
1
 
7
年
4
月
か
ら
結

核
予
防
法
が
改
正
さ
れ
､
次
の
よ
う
に
実
施
方
法
が
変
わ

り
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
保
健
福
祉
課
　
℡
8
3
-
1
2
2
6

変
更
ポ
イ
ン
ト
!
そ
の
①

結
核
検
診
は
6
5
歳
以
上
の
方
が
対
象
に

0
6
 
5
歳
未
満
の
方
は
'
町
で
実
施
す
る
結
核
検
診
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
｡

(
町
の
肺
が
ん
検
診
で
は
､
従
来
ど
お
-
4
0
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
､
胸
部
レ
ン
ー
ゲ
ン
検
査
を
行
い
ま
す
｡
)

0
6
 
5
歳
以
上
の
方
は
､
必
ず
年
1
回
'
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
｡

※
年
齢
基
準
日
は
'
平
成
1
8
年
3
月
3
1
日
現
在
で
す
｡

変
更
ポ
イ
ン
ト
-
･
そ
の
②

B
C
G
接
種
は
生
後
6
か
月
ま
で
が
対
象
に

○
生
後
6
か
月
を
過
ぎ
る
と
'
町
で
実
施
す
る
集
団
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
｡

○
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
行
わ
ず
'
直
接
B
C
G
接

種
に
な
り
ま
す
｡

○
平
成
1
 
7
年
4
月
か
ら
､
偶
数
月
に
B
C
G
接
種
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
｡
下
の
表
で
日
程
を
ご
確
認
-
だ
さ
い
｡

窓
ト
1
･
ー
て

結
核
検
診
･
乳
幼
児
の
磨
針

B
C
G
予
防
接
種
が
か
わ
り
ま
す
!

今
年
も
4
月
6
日
(
水
)
～
1
 
5
日
(
金
)
の
1
 
0
日
間
'

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
｡
春

の
運
動
で
は
'
新
入
学
児
童
の
皆
さ
ん
に
交
通
ル
ー

ル
を
理
解
し
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
て
も
ら

う
こ
と
､
ま
た
急
激
に
進
行
す
る
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
た
め
　
｢
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
｣
を
重
点
と
し
て
い
ま
す
｡

期
間
中
は
'
交
通
指
導
隊
員
を
始
め
と
す
る
方
々

が
､
町
内
各
地
区
で
街
頭
に
立
ち
'
交
通
安
全

の
呼
び
か
け
等
を
行
い
ま
す
｡

新
生
活
が
始
ま
る
方
も
多
い
こ
の
季
節
｡
慌

て
ず
気
持
ち
を
落
ち
着
け
て
'
交
通
安
全
ル
ー

ル
を
守
り
'
事
故
の
な
い
よ
う
過
ご
し
ま
し
ょ
う
｡

【
問
合
せ
】
庶
務
課
防
災
交
通
班℡

8

3

-

1

2

2

1
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俸結拳噂月

勝果加所日

憧結審喝月

暗黒加所日

3

位

介護相談員

今月の行事
お　は　な　し会　5日､12日､19日の火曜日

15:30-16:00､子どもコーナー

外国絵本の展示　23日(土)～5月12日(木)

休　　館　　日　毎週月曜日

寄出張所図書館　月～金曜日13:30-16:00

新着図書
一一{　一　般　書　--

｢家庭で作れる『チャングム』の韓国宮廷料理｣
ハン･ボクリョ

｢逃亡くそたわけ｣　　　　　　　　練山秋子

｢地獄めぐりのバスは往く｣　　　中村うさぎ

｢出張先は北朝鮮｣　　　　　　　　呉　英進

｢ひきこもり文化論｣　　　　　　　斎藤　環

｢おかあさんとあたし｣　　　ムラマツエリコ

｢就活の鉄則｣　　　　　㈱ワークスサポート

｢前田建設ファンタジー営業部｣　前田建設工業

｢あかるたへ｣　　　　　　　　　　水原紫苑

｢青い空｣　　　　　　　　　　　海老沢泰久

【今月の1冊】

｢ピーコとサワコ｣

ピーコ/阿川佐和子　著

人生､ゲイジュツ､時事､芸能､

オモロイ話なら当代随一､オシャ

ペソな二人の対談集をお楽しみ

ください｡

一一■　児　童　書　ー

｢週刊こどもニュース｣　　NHKこどもニュース

｢親の離婚]　　　　　アイリーン･キューン

｢きょうはこどもをたべてやる｣　S･ドニオ

｢花の魔法､白のドラゴン｣　D･W･ジョーンズ

｢楽器の絵本リコーダー｣　　A ･ベ-デカ-

｢ようちえんのいちにち｣　おか　しゅうぞう

【今月の1冊】

｢ガリヴァー旅行記｣ジョナサン･スウイフト　著

小人国､巨人国､空飛ぶ国､

馬の国への旅｡有名な話ばか
りですが､ビジュアル版で再読

すると話の可笑しさが一段と

際立って感じられます｡

*以上は新着280冊の抜粋です｡新着図書の展示､

予約は1日(金)から､貸出は9日(土)からです｡
*今月の雑誌リサイクルは､ ｢アサヒカメラ｣ ｢オール

読物｣ ｢ドライバー｣ ｢ガルヴイ｣ ｢ニューハウス｣ ｢婦人

公論｣ ｢音楽の友｣ ｢日経エンターテイメント｣ ｢こども
の文化｣です｡人気がある為1人3冊までとなります｡

‥

･

･
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l

1

第
2
3
回
は
'
町
ス
ポ
ー
ツ
登
録
団

体
の
｢
桧
田
町
フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
｣

を
紹
介
し
ま
す
｡

皆
さ
ん
は
'
｢
フ
ッ
ト
サ
ル
｣
を

ご
香
し
で
す
か
｡
フ
ッ
ト
サ
ル
は
､
可
ッ

カ
ー
｣
を
表
す
ス
ペ
イ
ン
菰
誓
｢
富
丙
｣

を
表
す
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
か
ら
作
ら
れ

た
造
語
で
す
｡
ご
く
簡
単
に
言
う
と
'

5
人
制
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
な

も
の
で
､
本
来
は
室
内
で
守
っ
ス
ポ
ー

ツ
で
す
が
'
日
本
で
は
体
育
館
や
屋

外
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡

サ
ッ
カ
ー
と
比
較
す
る
と
､
コ
ー

ト
の
面
積
は
1
 
0
分
の
1
ほ
ど
'
展
開

が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
5
人
準
え
ば
チ
ー

ム
が
組
め
ま
ま
血
聾
間
は
サ
ッ
カ
ー

の
約
半
分
で
選
手
の
交
代
を
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
'
接
触
プ
レ
ー
な

ど
は
ル
ー
ル
で
厳
し
く
制
限
さ
れ
る

た
め
､
年
齢
･
性
別
問
わ
ず
'
ど
な

た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
｡当

同
好
会
は
'
平
成
1
 
3
年
5
月
に

発
足
し
た
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
'
5

月
に
行
わ
れ
る
町
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
へ
の
出
場
目
的
で
'
役
場
職
員
を

中
心
に
結
成
し
ま
し
た
｡
現
在
の
会

員
は
2
4
名
で
'
小
･
中
学
生
～
大
人

ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
が
所
属
し
て

い
ま
す
｡
毎
週
の
練
習
や
各
種
大
会

へ
の
出
場
'
合
宿
や
親
睦
会
な
ど
'

年
間
を
通
じ
て
活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
｡

当
同
好
会
は
'
経
験
者
だ
け
で
な
く
､

フ
ッ
ト
サ
ル
初
案
干
数
以
上
の
チ
ー

ム
で
す
｡
け
れ
ど
も
'
練
習
や
試
合

経
験
を
積
む
こ
と
で
力
が
つ
き
､
昨
秋
'

御
殿
場
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
で
は
､

見
事
準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
'
誰
で
も
気
軽
に
始

め
ら
れ
上
達
で
き
､
皆
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
｡
そ
の
よ
う
を
古
が
'
フ
ッ

ト
サ
ル
の
大
き
な
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
｡

4
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
'
個
々

の
技
術
の
向
上
を
目
指
し
'
試
合
で

は
昨
年
以
上
に
良
い
結
果
を
残
せ
る

よ
う
'
楽
し
み
な
が
ら
充
実
し
た
活

動
を
行
え
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
｡

6
月
に
は
町
の
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

に
出
場
予
定
で
す
｡
フ
ッ
ト
サ
ル
を

楽
し
む
'
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ー
ム
の
皆

さ
ん
と
'
試
合
を
通
じ
て
互
い
に
切

瑳
琢
磨
す
る
良
い
機
会
と
な
れ
ば
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
｡
練
習
試
合

な
ど
も
'
随
時
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
の
で
'
対
戦
相
手
を
お
探
し
の
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
し
た
ら
'
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
｡

【聞合せ】
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先
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宮
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次
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中
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成

副
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村
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大
将
　
井
上
　
裕
太

2
月
2
 
0
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(
日
)

松
田
中
学
校
体
育
館

1
 
1
チ
ー
ム

玉
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6
名

洋
　
装
　
※
優
勝
ペ
ア

･
男
子
一
部

優
　
勝
　
相
木
宏
之
･

安
藤
徹

･
男
子
二
部

優
　
勝
　
村
田
貴
尭
･

菊
池
慶
徳

･
女
子
一
部

優
　
勝
　
相
木
美
紀
･

市
川
阿
妙
子

･
女
子
二
部

優
　
勝
　
飯
塚
ゆ
か
-

諸
星
次
子

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
と
同
時

に
､
桧
田
町
で
は
介
護
相
談
員
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
｡
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
る
人
の
中
に
は
'
介
護
保

険
施
設
の
対
応
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
'
疑
問
や
不
安
を
持
ち
な
が
ら
も
､

施
設
に
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず

我
慢
し
て
い
る
方
も
少
な
-
あ
り
ま

せ
ん
｡私

た
ち
介
護
相
談
員
は
'
利
用
者

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
疑
問
や

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
で
'
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
､
行

政
機
関
と
の
間
に
立
っ
て
'
問
題
解

決
に
向
け
た
手
助
け
を
行
い
'
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
｡
県
内
1
 
7

市
町
村
で
介
護
相
談
員
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
'
桧
田
町
で
は
'
平
成

1
 
3
年
か
ら
県
内
町
村
で
い
ち
早
-
当

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
｡

現
在
'
松
田
町
で
は
'
国
が
定
め

た
介
護
相
談
員
養
成
研
修
で
専
門
知

識
を
学
ん
だ
相
談
員
6
名
が
活
動
し

て
い
ま
す
｡
主
に
､
月
2
回
､
近
隣

地
域
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
を
訪
問
し
'
利
用
者
か
ら
の
相

談
対
応
'
問
題
点
を
検
討
す
る
定
例

会
議
'
施
設
や
行
政
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
｡

昨
年
か
ら
訪
問
施
設
も
さ
ら
に
増

え
'
よ
-
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
｡
定
期
的
な
訪
問
を
続
け
て
き
た

こ
と
で
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼

関
係
も
深
ま
り
'
よ
-
多
-
の
相
談

を
寄
せ
て
い
た
だ
-
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
｡
こ
の
こ
と
は
'
相
談
員

と
し
て
も
と
て
も
嬉
し
く
､
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
｡

一
万
㌧
　
｢
介
護
は
家
族
の
問
題
だ

か
ら
｣
　
｢
相
談
す
る
の
は
恥
ず
か
し

い
｣
な
ど
'
今
も
相
談
で
き
ず
に
悩

み
を
抱
え
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で

す
｡
私
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
広
-

知
っ
て
い
た
だ
き
'
身
近
で
頼
れ
る

相
談
相
手
と
し
て
よ
り
多
-
の
皆
さ

ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
､
今
ま
で

以
上
に
p
R
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

い
つ
で
も
温
か
な
思
い
や
-
の
心

を
持
ち
､
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
相
談
員
一
丸
と
な
っ
て
､
こ

れ
か
ら
も
介
護
相
談
員
の
活
動
に
取

-
組
ん
で
い
き
ま
す
｡
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ただいま進行中!

広報　jEフfE'

庁舎建設が現在どのように進んでいるのかをお知らせする､定
点レポート｡現在の建設状況は､建物の基礎を作るため､仮設の
土留めをつくりながら土工事を行っています｡ (役場屋上から撮影)

【問合せ】庶務課管財班　℡83-1222

西平畑公園の催し物
開　園時間　9:30-16:00

今月の休園日　4､11､18､25､28日

パッチワークハート

しずく型に組んだ白のフラワーアシストに､春の訪れを感じさせる花をア

レンジします｡

3,800円(税込)

10時～(水曜日のみ13時～)

毎週水･木･金曜日と2､10､16､24､30日

催　　し　　物

◆第67匡lミニたんけん日 9:30-ll:30

(会場)自然館
(対象)小･中学生､一般

(申込み) 4月20日(水)まで､自然舘(82-7345)へ､参加

者氏名･人数･電話番号をお知らせください｡

◆今月の自然　～カスマグサを探そう～

俗名｢ピーピー草｣ ､カラスノエンドウの仲間にスズメノエンドウとカス
マグサがあります｡カラスの｢カ｣とスズメの｢ス｣の間と言うことで｢かす

間｣と名が付き､種はスズメエンドウ(2個)より多い､3-6個です｡樹木

園で探してみよう!

子どもの館※休館日

催　　し　　物

手づくり広場｢たたきそめ｣
～春の花をたたいて､和紙を染めましょう｡

材料費:50円

第139回たぐらが劇場｢春はなだんご｣
●よもぎだんごづくりヾ材料費:50円申込み:30人

●春の歌を皆で歌いましょう｡

出演:コーラス｢ゆりかご｣

水

文化講座｢あしがち塾｣
講師:竹内清先生
～西平畑公園からみた足柄の自然と文化

第1回｢景観のあらまし｣
あしがらの自然と文化を学ぶ3回シリーズ｡

第1回は､丹沢などの山々､国府津守中絶-松田

断層､相模湾などの景観がテーマのお話です

手づくりおもちゃにチャレンジ! (5月2日は除く)

●牛乳パックでつくるけん玉､紙とんぼ

●泥だんご

●四つ葉かざぐるま

折り紙コーナー☆ ｢おり紙きかん車　出発進行｣

各地から桜の便りが届き､いつの問にか暖かくなった風を頬に感じる度､ ｢ああ､もう春なんだな

あJと実感する今Ejこの頃｡春は気分も浮きうきしてきませんか>しかし､最近は｢春が来た!｣と

楽しみにしている方ばかりではないようです｡周囲を見回せば､涙巨にマスク姿の多いこと､多い

こと.今春は､例年以上に花粉が飛散し､花粉症の方には幸いシーズンですねlかく云う私自身

は､幸いなことに何故か花粉には反応しない体質｡ (小さな頃から月鼻科通いのアレルギー体

質ですが∴･) ｢今年こそ､花粉症になるぞ｣と花粉症仲間(?)に脅かされつつ､どんな場所でも

嬉々として飛び回っています>喋かな春､気分だけでも楽しく過ごしたいものですね｡

最近､ちょっと鼻がムズムズ!?の∪

*ま慧だ桜ま慧u風景*

第7Gj]目を迎えた｢まつだ桜まつり｣

今年は異例の雪に見舞われる日
もありましたが､盛況の内､3週間
にわたるおまつりを終えました｡
来年もお楽しみに!

NQ478 (8)

感電謬欝勝輿

▼3月6日(日) ､町屋･店屋場生涯学習推進委員会が中

心となり､ ｢パークゴルフ大会｣が開催されました｡

寒さ厳しい折でしたが､子どもから大人まで約50名が
参加し､終始元気な声が響きわたる､にぎやかな大会と
なりました｡地域の親睦もますます深まったことでしょう｡

▼3月10日より､町交通安全指導華が青色回

転灯を点灯して運行できるようになりました｡
回転灯を点けての巡Ei]等で､よリ-層の交通

安全啓発､防犯効果が期待できます｡

相談(◆は鮒欄'Bj

法　　律　　◆ 9:00-ll:00

6日(水)･5月10日(火)

町民文化センター第2学習室

(開館8:30) ※先着6名まで

人権･行政　◆10:00-12:00

15日(金)

町民文化センター第2学習室

出張年金　　◆13:00-15:00

15日(金)役場1階町民室

･すくすく育児相談

5日(火) 9:00-10:30

健康福祉センター

26日(火)9:00-10:30

宇津茂地域集会施設
･ BCG予防接種

5日(火) 13:00-13:20

健康福祉センター
･ポリオワクチン投与

8日(金)､14日(木)

13:00-13:20

健康福祉センター

18日(月) 13:00-13:40

寄国民健康保険診療所
･ 3歳児健康診査

20日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター

2歳児歯科検診

2日(金)13:00-13:20

健康福祉センター
･ 3-4か月児健康診査

27日(水) 1_3:00-13:20

健康福祉センター
･おとな健康相談

14日(木)9:30-10:30

健康福祉センター
･献血

25日(月) 13:00-15:00

JR松田駅前

戸菜の窓i日
2月16日から3月15日まで受け付け

た方※掲載承諾者のみ(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　　保護者　地　区

ともみ

高木　智　美　　信　　中　丸
たいすけ

落合　直　亮　　直　　沢　尻
はるか

福田　　悠　　富　雄　かなん沢
ももか

松永　桃　香　健　一　中　丸
えりか

宮下　英里香　陽　介　谷　津
ゆういちろう

佐宗　祐一郎　久　典　店屋場
はるき

荒井　春　樹　ヘススマヌエル　神　山
るな

佐野　月　渚　晃　一　弥勤寺
ゆうさく

根岸　優　作　昇太郎　仲町屋

お悔やみ申し上げます

しんじ

進　司　67歳　虫沢田代

ヤス子　87歳　虫沢田代
きゅうじろう

久次郎　63歳　弥勤寺
まさこ

政　子　74歳　仲　町
あきら

昭　　67歳　か｡なん沢

65歳　沢　尻
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こ
の
広
報
紙
は
､
環
境
保
全
と
資
源
保
護
の
た
め
'
1
 
0
0
%
古
紙
を
利
用
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
用
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
印
刷
に
使
わ
れ
る
イ
ン
ク
は
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
｡
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